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神の国への扉は開かれた

ガッラ・プラキディアのモザイク装飾について

瀧　口　美　香

はじめに

　ガッラ・プラキディア（図1）は，イタリア北東部のラヴェンナに位置す

る建造物で，西ローマ帝国のアウガスタ，ガッラ・プラキディアAelia　Galla

Placidiaの寄進によって，五世紀前半に建設された廟堂であると言われて

いる。建設年代，寄進者，建造物の機能について，確たる証拠を提示する同

時代の記録はなく，これまで数多くの研究者によって論争が行われてきた。

　建設年代や寄進者の問題に加えて，内部を装飾するモザイクの図像解釈も

また論争の的となってきた。南側のリュネット（半円壁間）（図2）に描か

れた聖人像について，従来の解釈であった聖ラウレンティウス説をくつがえ

す，聖ウィンケンティウス説が提唱されたのは，その一例である1）。

1）　Gillian　Mackie，“New　Light　on　the　So－Called　Saint　Lawrence　Panel　at　the

　Mausoleum　of　Galla　Placidia，　Ravenna，”Gesta　26（1990），54－60．近年の成果と

　しては，南北半円筒天井に見られる植物文について，単なる装飾ではなく，建造物

　の機能と結びつくような図像学的意味が込められている，といった考察も発表され

　ている。Lisa　Onontiyoh　West，　Re－Evaluating　the　Mausoleum　of　Gαlla　Placidia

　（unpublished　MA　dissertation，　Louisiana　Sate　University　and　Agricultural

　and　Mechanical　College，2003）．ウェストは，異教がキリスト教に道を譲ること

　になった古代末期，キリスト教の約束する永遠の命が，いかに人々に訴えかけたか，

　という建設当時の社会的背景をふまえながら，初期キリスト教の文脈において植物

　文モティーフが担っていた意味を検討している。
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図1ガッラ・プラキディア

図2南リュネット
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　南リュネットの聖人は，鉄格子で作られた低い寝台のようなものと，その

下で燃えさかる炎を前に立っている。炎の向こう側には，書棚が置かれてい

る。この組み合わせは，見るからに奇妙である。燃えさかる炎は，屋外ので

きごとを示しているように思われるが，常識的に考えれば，書棚がおさめら

れるのは室内のはずだからである。それではなぜ，書棚と炎という妙な組み

合わせが作り出されたのか。この図像はいったい何を見る者に伝えようとし

ているのだろうか。本稿では，先行研究をふまえながら，南リュネットで聖

人とともに表される，四福音書がおさめられた書棚の意味について考えてみ

たい。

　そこで次のような手順にしたがって論考を進めていく。第一に，ラヴェン

ナとガッラ・プラキディアについて紹介する。第二に，建造物の寄進者と設

立年代に触れておきたい。第三に，建造物の内部全体を装飾しているモザイ

ク図像を記述する。第四に，彪大な先行研究の中から，本稿のテーマにかか

わる南リュネットについて論じたものをとりあげて検討する。第五に，炎に

隣接して描かれる書棚の意味について，筆者の解釈を提示する。その際，ミ
　　　　　　　　　　　‘
ラノの司教アンブロシウスAmbrosius（c．339～397年）の著述を新解釈の

傍証として引用したい。

1　ガッラ・プラキディアとラヴェンナについて

　建造物の寄進者であるとされるガッラ・プラキディアは，388～393年頃，

ローマ皇帝テオドシウスー世の第一子として生まれた。410年，ローマに侵入

した西ゴート族に人質として連れ去られ，西ゴートの王アタウルフと結婚す

るが，アタウルフの死後ラヴェンナに戻り，コンスタンティウスと再婚した。

421年，夫コンスタンティウスは，ガッラ・プラキディアの異母兄であるホノ

リウス帝の共治帝となるが，夫はすぐに病死してしまう。その後，ガッラ・

プラキディアは兄帝ホノリウスと不和になったために，423年，一時的にコン
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スタンティノポリスに逃れた。ホノリウス帝の死後，425年東ローマ皇帝の援

助で息子ウァレンティニアヌス（三世）が西ローマ皇帝の位につくと，ガッ

ラ・プラキディアはコンスタンティノポリスからラヴェンナに戻り，幼帝の母

として帝国西部の実質的な統治者となった。450年ローマで死去した。

　イタリア北東部に位置するラヴェンナは，ビザンティンのモザイク芸術の

宝庫であり，ガッラ・プラキディアのほかに，サン・ヴィターレ聖堂，サン

タポリナーレ・ヌオヴォ聖堂，大聖堂付属（正統派）洗礼堂，アリオス派洗

礼堂，サンタポリナーレ・イン・クラッセ聖堂（ラヴェンナ近郊のクラッセ）

などが現存している。

　ラヴェンナは，紀元前1世紀から軍事的要地であった。ローマ帝国初代皇

帝アウグストゥス（在位前27～後14年）がクラッセ港を開いて，艦隊基地

としたのである。

　402年，ガッラ・プラキディアの異母兄ホノリウス帝によって，西ローマ

帝国の首都がミラノからラヴェンナに移された。476年に西ローマ帝国を倒

したオドアケル，493年にオドアケルを倒した東ゴート王テオドリックもま

た，ラヴェンナを首都とした。

　554年，東ローマ皇帝ユスティニアヌスー世がイタリア半島の再征服を行

い，半島を東ゴート族の手から取り戻すと，ラヴェンナは東ローマ帝国の出

先行政府の所在地となった。サン・ヴィターレなどの聖堂群は，六世紀，ラ

ヴェンナ繁栄のさなかに建設されたものである。751年，ランゴバルド族に

征服され，ラヴェンナは東ローマ帝国の手から離れていった。

皿　寄進者と設立年代について

　建造物は，ならわしとしてガッラ・プラキディアの名で呼ばれ，今日に至

る。ただし，ガッラ・プラキディアが寄進者であることを決定づけるような

銘文や同時代の記録が残されているわけではない。また，彼女はラヴェンナ
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ではなくローマで死去したことが知られているため，ガッラ・プラキディア

がここに埋葬されたのかどうかという点について，長く論争が行われてき

た2）。

　ガッラ・プラキディアの埋葬について言及する最古の記録は，アグネルス

Andreas　Agnellusの著作Liber　Pontificαlis　Ecclesiae　Rαvennatisである3）。

アグネルスは，ガッラ・プラキディアの遺体がこの建造物の中におさめられ

ていると語っている。この記録は彼女の死後500年近くを経て書かれたもの

であるため，決定的な証拠とはいいがたいのだが，現在ではガッラ・プラキ

ディアが寄進者であることがほぼ定説として受け入れられている。

　建造物の設立年代も不確かであるが，402年，ミラノからラヴェンナへの

遷都以前に着工されたことは考えにくい。ガッラ・プラキディアが寄進者で

あるなら，彼女の没年である450年以降の着工も想定しにくい。

　さらに設立年代を絞るとすれば，二つの可能性が考えられる。一つは，

417年～421年の間，もう一つは425年～450年である。

　ガッラ・プラキディアは，415年に，一度目の結婚の相手であるアタウル

フと，彼との間にもけた第一子テオドシウスをあいついで亡くしている。二

人の死を契機に，彼女はバルセロナからトゥールーズを経てラヴェンナへと

帰還した。417年ラヴェンナに戻ると，彼女は二度目の結婚をするが，二度

目の夫コンスタンティウス三世もまた421年に亡くしている。夫の死後，異

2）　ダイヒマンは，ガッラ・プラキディアが寄進者である可能性は排除できないと

　いった，極めて慎重な表現を使っている。Friedrich　Wilhelm　Deichmann，
　Ravenna，　UauPtstadt　des　SPdtαntiken．A　bendlαndes，　Band　ll　Kommentar，1．　Teil

　（Wiesbaden，1974），65．ジョンソンは，ローマ埋葬説を主張している。　Mark

　Joseph　Johnson，　Late　Antique　Imperial　Mαusolea（unpublished　PhD　disserta－

　tion，　Princeton　University，1986），302－303．

3）　0．Holder－Egger，　ed．，　Agnellus　of　Ravenna，　Liber　pontificalis　ecclesiae

　Ravennatis（Hanover，1878）；Joaquin　Martinez　Pizarro，　VVriting　Ravenna：the

　Liber　Pontificalis　of　Andreas・Agnellus（Arln　Arbor，1995）；Deborah　Mauskopf

　Deliyannis，　tr．，　Agnellus　of　Raverma，　The、Boo々of　Pontiffs（ゾthe　Church　of

　Ravennα（Washington，　DC，　2004）．
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母兄帝と不和になったガッラ・プラキディアは，ラヴェンナを出てコンスタ

ンティノポリスに逃れた。ガッラ・プラキディアがラヴェンナに居住してい

たこの期間（417年～421年）が，建造物設立年代の第一の可能性である。

　一時的にコンスタンティノポリスに逃れていたガッラ・プラキディアは，

425年，ラヴェンナに戻って来た。以降，彼女は人生後半の四半世紀をラヴェ

ンナですごした。すなわち，ラヴェンナに戻ってから亡くなるまでの期間

（425年～450年）が，二つ目の可能性である。

　二つの可能性のうち，建設年代をあとの時期（425年～450年）とみなす

方が一般的である。ガッラ・プラキディアは，亡くなる前に自らの埋葬の場

所を準備したと考えられる。

　ところがマッキーは，このような定説をくつがえし，前者（417年～421

年）の可能性を主張している4）。ガッラ・プラキディアは，バルセロナから

亡き息子テオドシウスの遺体を銀の棺におさめてラヴェンナまで運んできた

という逸話が残されている。建造物は，まさにそのひつぎをおさめるために

建設されたのだ，というのがマッキーの主張である。

皿　内部のモザイク装飾について

　ガッラ・プラキディアの内部空間は，大きく四つに区分される。中央の宥

薩天井，寄薩天井に接する壁面の四つの半円形壁間（リュネット），十字架

の腕に当たる，東西南北四つの半円筒天井，それぞれの半円筒天井に接する

四つの半円形壁間（リュネット）である。

　中央の宥薩天井（図3）には，金の星が同心円状に配置され，中央にラテ

ン十字架が浮かぶ。四隅には，有翼の四福音書記者の象徴が見られる。北東

に鷲（ヨハネのシンボル），北西に人（マタイのシンボル），南東に獅子（マ

4）　Gillian　Mackie，“The　Mausoleum　of　Galla　Placidia：APossible　Occupant，”

　By御π琵02265　（1995），396－404．

　　x
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ルコのシンボル），南西に雄牛（ルカのシンボル）がそれぞれ配されている。

　中央の弩薩天井に接する壁面の四つのリュネット（弩隆天井と半円筒天井

の間に当たる）では，各リュネットに二人ずつ，合計八人の使徒たちが描か

れている（図4）。銘文がないため，十二使徒のうちどの八人なのか，同定

できない。東リュネットの二人のみ，ペトロ，パウロと同定される。ペトロ，

パウロを表す典型的なイコノグラフィーが用いられているためである。背景

に建築モティーフはないが，使徒の頭上には貝殻状の天蓋が見られる。

　使徒のリュネット下に位置する半円筒天井のうち，東西の天井は葡萄の枝

葉におおいつくされ，その真ん中に金で描かれた小さな人の姿が見られる。

一方，南北の半円筒天井には，濃紺の背景に，雪の結晶を思わせるような星

型あるいは花型の模様がちりばめられる。

　半円筒天井下の四リュネットのうち，東西はほぼ同一の図像で，草木が伸

びて枝葉が重なり合う中に，鹿が配される（図5）。一方南北のリュネット

には，人物像とともに，他の部分には見られないような物語的な要素が見ら

れるため，これまで多くの研究者の注目を集めてきた。北リュネット（図6）

は，建造物の出入口の真上にあたり，キリストを表すよき羊飼と羊たちの姿

が見られる。

　反対側の南リュネット（図2）は，入口から中へ踏み込んだ時，真正面に

見える壁面であるため，おのずと見る者の視線をひきつける。ここでは，開

いた書物を手に，十字架をかつぐ聖人が描かれている。衣のすそは大きくは

ためき，聖人が急ぎ足で前に進み出ようとしているようすがうかがわれる。

聖人の足元では，鉄格子状の低い寝台のようなものが燃えさかる炎になめつ

くされる。さらにその横には書棚があって，観音開きの扉が開かれ，中に四

冊の書物がおさめられている（図7）。表紙に記された文字から，書物はマ

ルコ，ルカ，マタイ，ヨハネの四福音書であることがわかる。

　南リュネットの書棚に類似する表現は，アミアティヌス写本（フィレンツェ，

ラウレンツィアナ図書館，Codex　Amiatinus，　Plut．1，56，　fol．　Vr）のエズラ
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図3　宵隆天井
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図5東リュネット
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図7南リュネット（部分）
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図8アミアティヌス写本
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の肖像に見られる（図8）5）。挿絵は，エズラが室内に座って筆記している姿

を描いたものである。その背景に書棚が描かれていたとしても，なんら不自

然ではない。ところが，南リュネットの場合，燃えさかる炎と書棚の併置は，

かなり不釣り合いであるように見える。そのため，これまでにさまざまな解

釈が行われてきた。そこで次に，ガッラ・プラキディアに関する彪大な数の

先行研究の中から，特に南リュネットの解釈を提示するものについて，紹介

しておきたい。

IV　先行研究の紹介

　南リュネットを理解するためには，各モティーフの意味を個別に検討する

だけではなく，構図全体のプログラムを読み取り，その中に各モティーフを

位置づけていかなければならない。多くの研究者がこの課題に取り組んだき

たが，南リュネットに見られる聖人，低い寝台状の鉄格子，書棚のモティー

フについては，解釈が一致しない。書棚が他のモティーフといかに結びつく

のかという点についても，説得力ある説明はむしろ少ない。

1．セストン

　第一に，セストンW．Sestonの主張を要約したい6）。セストンは，1936年

ストラスブルクで開催されたペルドリゼP．Perdrizetの講演（未刊行）を紹

介している。ペルドリゼによれば，右手の人物は，焼き網の上で火災りの拷

問にかけられた聖ラウレンティウスである。3世紀半ば，キリスト教徒が迫

害を受けていた頃，助祭ラウレンティウスは教会の財産管理を行う役を務め

ていた。典礼の中で用いられる金製・銀製の香炉や燭台に目をつけて，教会

5）　アミアティヌス写本は，現存する最古のヒエロニムス訳ウルガタ聖書写本。制作

　年代はガッラ・プラキディアのモザイクよりも遅く，680～715年頃。

6）W．Seston，“Le　jugement　dernier　au　mausol6e　de　Galla　Placidia　a　Ravenne，”

　Cαhiers　arch6010giques　l　（1945），37－50．
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財産を没収するためにやってきた取り調べの者たちは，ラウレンティウスに，

財宝をおさめた戸棚をここに運ぶようにと命ずる。ペルドリゼは，このエピ

ソードが南リュネットの書棚によって表されていると主張する。聖人伝の中

で語られる，戸棚におさめられた教会の財宝とは，福音書のことであったの

だ，というのが彼の解釈である。

　セストンはしかし，ペルドリゼの主張には同意せず，独自の見解を展開す

る。セストンの主張によれば，リュネット右手の男は聖人ではなくキリスト

であり，最後の審判の日，地上に再び顕れたところである7）。右手の人物

（セストンの解釈によればキリスト）が手にしている開かれた本には，文字

のようなものが記されているが，読解できない。セストンは，ここにすべて

の人の罪と善き行いが記されている，としている。さらに鉄格子は，最後の

審判の日に罪人がその上で焼かれるためのものであるという。

　セストンは，モザイクの細部を観察し，鉄格子の四つ足部分には，小さな

車輪が取り付けられている，と指摘している。その上で，旧約聖書出エジプ

ト記の「祭壇の下部には青銅の網目作りの格子を付ける。その網の四隅に青

銅の環四個を取り付ける」（出エジプト28：4）という記述と，モザイクの

描写とを照合してみせる。そして，モザイクの鉄格子の描写は，出エジプト

記に記されているような，焼き尽くすささげものを捧げる祭壇を表すもので

ある，と結論づける。

　さらにセストンは，シリアの教父エフラエムEphraem　Syrus（303～373

年）の著作をひもとき，出エジプト記の祭壇は，最後の審判の日に罪人がそ

の上で焼かれるための台を予兆するものである，というエフラエムの説明に

注目する。旧約を新約の予兆ととらえるエフラエムに依拠しつつ，セストン

は，南リュネットの低い鉄格子は，最後の審判の日に罪人を裁くためのもの

である，と結論づけている。

7）　セストンは，南リュネットの人物に類似する作例として，ビザンティン硬貨に描

　かれたキリスト像をあげ，「再臨のキリスト」という同定の根拠としている。
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2．クルセル

　クルセルP．Courcelleは，上記のペルドリゼとセストンの説に対する反

論を展開している8）。クルセルによれば，福音書こそが教会の財宝であった

のだ，というペルドリゼの主張は，南リュネットに描かれた書棚の説明とし

て，十分に納得のいくものとはいえない。またクルセルは，セストンの主張

にも疑問を投げかけている。リュネット右手の人物がキリストであるとする

なら，なぜ従来のイコノグラフィーに従わない，キリストらしからぬキリス

ト像が描かれたのか。

　さらに，セストンが引用している出エジプト記第27章の記述について，

クルセルは詳細に検討を加えている。クルセルは，ささげものを捧げる祭壇

を挿絵化したアミアティヌス写本（フィレンツェ，ラウレンツィアナ図書館，

Codex　Amiatinus，　Plut．1，56，　fo1．2v－IIIr）を参照し，写本挿絵とモザイク

の描写を比較している。その上で，モザイクの鉄格子が，写本挿絵の祭壇の

描写とは明らかに異なっていることを指摘する。クルセルの結論は，鉄格子

はセストンが主張するような出エジプト記の祭壇ではなく拷問具である，と

いうものである。

　その際，クルセルは，セストンが注目した小さな車輪を無視することなく，

これについても説明を加えている。鉄格子は拷問具であるが，同時に聖ラウ

レンティウスを天国へと運ぶ乗り物でもある，というのである。さらにクル

セルは，この結論部分において書棚を登場させる。すなわち，キャスターつ

きあ鉄格子の向こうに表された書棚は，聖ラウレンティウスが運ばれて行く

先に，約束の成就が待ちかまえていることを示すためであるという。聖人の

行く先に福音書が待ち受けているというクルセルの解釈に，筆者はおおむね

同意する。筆者はしかし，書棚の解釈をそれよりも一歩先へと進めていきた

8）　Pierre　Courcelle，“Le　gril　de　Saint　Laurent　au　mausol6e　de　Galla　Placidia，”

　Cahiers　arch6010giques　3　（1948），29－39．
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い。その前に，その他の研究者の見解についても触れておく。

3．ノルドシュトレム

　ノルドシュトレムC．0．Nordst6mは，ガッラ・プラキディアを廟堂であ

るとみなす説（c．Ricci），埋葬の場所ではなく礼拝の場所であるとする説

（Testi　Rasponi）の両方を検討した上で，建造物の機能についてはひとま

ず保留としている9）。南リュネットの図像解釈については，人物を聖ラウレ

ンティウスと同定した上で，書棚に置かれた四福音書と聖人のかかわりにつ

いて，次のような説明を行っている。

　そもそも，聖ラウレンティウスが務める助祭の役割とは，教会の書物を管

理することであった。さらにノルドシュトレムは，洗礼準備式での助祭の務

めに注目する。式には，これから洗礼を授けられる求道者らが参列する。蝋

燭と乳香を手にした司祭が先頭に立ち，四人の助祭がそれに続いて，典礼行

進がとりおこなわれる。助祭たちは，四冊の福音書を運び，祭壇の四方の角

にそれぞれの福音書を安置する。そののち，助祭によって福音書の朗読が行

われる。

　このように，助祭と福音書とのつながりに注目することによって，ノルド

シュトレムは，南リュネットに表された書棚の意味を解釈しようとしている。

　最後にノルドシュトレムは聖人の足元に注目し，聖人は炎の方へ踏み出そ

うとしているのではなく，すでにそこを通り過ぎたところであるとしている。

炎を通り過ぎた聖人は，今まさに見る者の方へと歩み出そうとしているとい

う。それに対して筆者は，通り過ぎた後ではなく，これから炎の中へと踏み

出すところであると考えている。クルセルも指摘しているように，場面は右

から左へと展開していると見ることの方が自然であろう’°）。

　9）　Carl－Otto　Nordstr6m，　Ravennastudien’ldeengeschichtliche　und　ikonogra－

　　phische　Untersuchungen　diber　die　Mosaileen　von　Ravenna（Stockholm，1953），

　　12－31．

10）　Courcelle，“Le　gril，”39．
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4．ダイヒマン

　続いて，ダイヒマンF．W．　Deichmannの説を紹介しよう’D。彼はノルド

シュトレム同様，人物を聖ラウレンティウスと同定しながらも，南リュネッ

トは，聖ラウレンティウスの殉教物語を字義どおりに再現したものではない

としている。というのも，聖ラウレンティウスの説話に出てくる主要なモティー

フの数々が，モザイク中には描かきこまれていないためである。

　そこでダイヒマンは，南リュネットに見られるのは，聖ラウレンティウス

殉教にまつわる説話の一場面というよりはむしろ，聖人の姿や役割をアレゴ

リカルに表現したものであると解釈する。すなわち，鉄格子状の拷問具は，

聖人の殉教を象徴的に示すものであり，書物は，聖ラウレンティウスが四福

音書中に示された神のことばを擁護するものであることを表している。

　ダイヒマンは書棚についても若干の考察を加え，ユダヤ教のトーラー（聖

典）をおさめる大形の入れ物を想起させるものであるとしている。南リュネッ

トの書棚は，単なる棚ではなく聖なる祠であり，ユダヤ教の契約の櫃をモデ

ルとして描き出されたものであるという。

　また，書棚に並べられた四冊の福音書の順序（左上からマルコ，ルカ，マ

タイ，ヨハネ）は，通常の福音書（マタイ，マルコ，ルカ，ヨハネ）と異なっ

ている。この点についてダイヒマンは，ヨハネの黙示録第4章に出てくる順

序（獅子，雄牛，人，鷲）に従ったものであるとしている。

5．マッキー

　研究史の中で画期的であったのは，マッキーG．Mackieによるもので，

従来多くの研究者によって聖ラウレンティウスとされてきた聖人像（ただし

セストンは再臨のキリストと解釈）について，聖ウィンケンティウスという

11）Friedrich　Wilhelm　Deichmann，1～avenna，　Hαuptstadt　des　spditantihen

　Abendlandes，　Band　1　Geschichte　und　Monumente（Wiesbaden，1969），158－170．
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新解釈を提示した】2）。マッキーは，プルデンティウスPrudentiusの著作

Passio　Sancti　Vincenti　Martyrisに基づいて，モザイクの再解釈を試みてい

る。

　聖ウィンケンティウスは，聖ラウレンティウス同様火あぶりの拷問にあっ

ているが，イタリアではなくスペイン出身であるため，これまで南リュネッ

トの聖人をウィンケンティウスと考える研究者は皆無であった。しかしなが

ら，5世紀初頭までに聖ウィンケンティウス信仰はローマ帝国に広く浸透し

ていたという。

　また，ガッラ・プラキディアはスペインとの深いつながりを有している。

414年ガッラ・プラキディアは，西ゴート族の王アタウルフの息子と結婚す

るために，バルセロナへと旅しているからである。

　このような理由から，マッキーはこれまで注目されることのなかったスペ

インの聖人，ウィンケンティウスをあえて取り上げ，自説を検証している。

　マッキーは，聖人の足元にある低い寝台状の鉄格子について，三つの異な

る解釈をあげて，順次検討している。

　第一に，人物が手にしているのは異端の書であり，彼は異端の書を燃やす

べく炎の前に立つ，すなわち聖人の姿は異端弾圧のメッセージを表している

というディールC．Diehlの解釈について，マッキーは，もしそうであると

すれば，書物を鉄格子の上に置いて燃え上がらせる描写の方が効果的だった

はずである，としている。また，ガッラ・プラキディアが積極的に異端弾圧

にかかわったという事実は知られていないという13）。

　第二に，人物を聖ラウレンティウスと同定し，鉄格子を拷問具とするノル

12）　Mackie，“New　Light，”54－60．

13）　マッキーは，ガッラ・プラキディアが異端弾圧に積極的にかかわっていなかっ

　たとしているが，単にセストンを引用しているだけで，根拠にとぼしい。ガッラ・

　プラキディアが司教らに宛てた手紙では，むしろ正教保護の姿勢が明らかに打ち

　だされている。Clernentina　Rizzardi，“The　Mausoleum　in　the　Cultural－

　Artistic　World　of　Galla　Placidia，”in：Cユementina　Rizzardi，　ed．，　Jl　Mausoleo　di

　Gαlla　Placidiα　a　Rαvenna（Modena，1996），113．
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ドシュトレムやダイヒマンの解釈がある。これに対してマッキーは，従来聖

ラウレンティウスは鉄格子の上に横たわって描かれるものであり，ここでは

そのイコノグラフィーが用いられていないことから，右手の人物は聖ラウレ

ンティウスではない，と結論づけている。

　第三に，マッキーは，セストンの解釈を検討している。セストンによれば，

人物の隣で燃えさかる炎は，最後の審判の時，罪人がその上で焼かれるため

のものである。また，右手の人物は，聖人ではなく，再臨のキリスト（最後

の審判の日に地上に再び顕れたキリスト）と解釈される。ここでもマッキー

は，人物の姿が，キリストの本来のイコノグラフィーからはずれていること

を指摘し，このような解釈の可能性を否定している。

　諸説に対する反論を行う中で，マッキーは，書棚が他のモティーフとどの

ように結びつくのかという点について，いずれの解釈においても明確な説明

がなされていないことを批判している。

　続いてマッキーは，プルデンティウスの著作，聖ラウレンティウス伝をひ

もとき，拷問の苦しみをあえて長引かせるために，炎がいったん消されたと

いう記述を引用しつつ，リュネットの燃えさかる炎との齪齪を指摘している。

書棚についても，聖ラウレンティウス伝中には言及が見られない。

　一方，プルデンティウスの聖ウィンケンティウス伝には，聖なる書物への

言及が見られる。スペイン地方の長官ダティアヌスは，聖人を拷問にかけた

後，悪の種をまく書物の教えは燃やされなければならないと言って，秘密の

書，隠された書を明かすようウィンケンティウスに命ずる。それに対してウィ

ンケンティウスは，聖なる書物を破壊すれば，神による報復を受けるだろう

と答えている。マッキーの解釈によれば，南リュネット左手の書棚は，聖ウィ

ンケンティウスが自らの命と引き換えに守ろうとした福音書を示しているの

にほかならない。

　以上，先行研究を振り返るとともに，聖ラウレンティウス説をくつがえす

マッキーの論文を詳細に紹介した。
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　聖ラウレンティウス説を主張するノルドシュトレムは，助祭の役割と福音

書とのつながりに注目することによって，書棚の意味を解釈しようとした。

しかしながら，南リュネットに描き出された場面は，ノルドシュトレムが傍

証としてとりあげている典礼行進や祭壇上の福音書ではないため，彼の説明

は，書棚の意味をダイレクトに解き明かすものとはいえない。その点マッキー

は，聖人とともに描かれる書棚について，従来の聖ラウレンティウス説より

も，説得力ある論拠を提示しているといえよう。

　マッキーのウィンケンティウス説を積極的に取り入れて，従来の説を早速

修正する研究者がある一方14），ウィンケンティウス説に真っ向から反論する

研究者もある15）。パーシS．Pasiは，当時ラベンナにおいて，聖ウィンケン

ティウスは果たしてどの程度信仰を集めていたのか，という疑問を呈してい

る。マッキーの主張は，この点を明らかにするような文献に裏付けられてい

るわけではないからである。パーシはまた，南リュネットに描き出された諸

要素は，聖人伝のエピソードを物語的に視覚化したものというよりはむしろ，

象徴的な意味を担うものであるとして，従来のラウレンティウス説の中でも

特にダイヒマンに近い主張を支持している。

V　二つの聖人伝

　ここで二っの聖人伝を比較してみよう。聖ラウレンティウスは，教会の金

銀財宝めあてにやってきた取り調べの者たちに対して，三日間の猶予を求め

る。その間に，ラウレンティウスは，盲目の人，足の不自由な人，手の萎え

た人を集めた。三日後，当局が再び教会を訪れると，ラウレンティウスは不

具者たちを指して，彼らこそが教会の宝であると答える。彼らは今でこそ弱々

14）　∫ohn　Lowden，　Early　Christian　an（t　Byzantine　Art（London，1997）．

15）　S．Pasi，“Notes．　South　Arm，　Lunette　of　St　Lawrence，”in：Rizzardi，∬l

　Mausoleo　di　Oα”a」Placi（iiα，223－225．
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しく，軽んじられているが，神の家に迎え入れられた時，黄金の冠と衣によっ

て輝きだすからである。それを聞いた迫害者らは激怒して，ラウレンティウ

スを火災りの拷問に処した’6）。

　一方，聖ウィンケンティウス伝では，手を替え品を替えの拷問が，次々に

描写される。まず彼は，手足を引き伸ばす拷問台の上でしばりあげられ，手

足が引き裂かれ，骨が砕けるまで痛めつけられる。ところがウィンケンティ

ウスの表情は，輝きを増すばかりであった。続いて，隠された聖なる書物を

出させようとする件の場面を経て，火灸りの拷問が待ち受ける。鉄格子には

大釘が打ち付けられ，その尖った歯をむきだしにする。火灸りの後，ウィン

ケンティウスは暗闇の地下牢に投げ込まれる。そこには陶器のかけらがばら

まかれ，安楽に横たわることすらできない仕掛けであった。ところが，暗闇

の地下牢が輝き出し，大勢の天使が顕れてウィンケンティウスと語りあった。

聖人が歌い出すと，かけらがまきちらされていたはずの寝台には花が咲き乱

れた。それを見た看守らは，キリスト教の信仰に目覚めた。ついにウィンケ

ンティウスの魂は身体を離れて天に召されるが，迫害者はしぶとく，その遺

体を野ざらしにする。ところが，遺体を食い散らそうと獣が近寄ると，聖人

の遺体を守る鳥が現われて，獣をことごとく追い払ってしまった。とうとう

遺体は石にくくりつけられて水中に沈められるが，波と風が遺体をやさしく

抱いて浜辺へと戻し，大地がそれを再びその腕に受けとめた17）。

　二つの聖人伝を比較してみると，南リュネットは，聖ラウレンティウスに

しろ聖ウィンケンティウスにしろ，説話の特定の一場面をそのまま絵画化し

たものとはいえないことがわかる。聖ウィンケンティウス伝には，書物への

言及があるとはいえ，物語全体の中で，必ずしもその場面がクライマックス

というわけではない。

16）　H．J．　Thomson，　tr．，　Prudentius，　vol．2，　The　Loeb　Classical　Library　398

　（London，1961），108－143．

17）　Thomson，　Prudentius，168－203．
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　マッキーは聖ウィンケンティウス伝を引用することによって，問題を解決

したかのように見えるが，モザイク図像の源泉となったテキストを探し当て

ただけでは，南リュネットの解釈としては不十分であるように思われる。聖

ウィンケンティウスは，炎による拷問の他にもさまざまな試練に直面してい

る。その中から特に「隠された書」を見せるように迫られる場面と火灸りの

場面が選択されたのは，いったいなぜなのだろうか。物語の順序としては，

書物のエピソードが先で，火爽りはそれに続く場面であり，南リュネットで

は順序が逆転している。また，火灸りを描写する際，鉄格子の上で聖人がま

さに焼かれている場面が採用されなかったのはなぜだろうか。このような点

については，依然として納得のいく説明を得ることができない。

　言い換えれば，なぜこれらの要素（聖人・拷問道具・書棚）が物語の中か

ら抽出されたのかという問題は，たとえ聖ラウレンティウス／聖ウィンケン

ティウス両説をめぐる論争に決着がついたとしても，答えることができそう

にない。そのため，聖人の同定に関する問題は，ひとまず保留としたい。

　筆者は当面，人物を殉教者と位置づけて以下の議論を進めていく。それが

聖ラウレンティウスであったとしても，あるいは聖ウィンケンティウスであっ

たとしても，南リュネットの書棚が見る者に語りかけるメッセージはそれほ

ど変わらない，というのが筆者の考えだからである。

VI南リュネットの新解釈

　ダイヒマンによる北リュネットの解説は，筆者が提示しようとする南リュ

ネットの解釈に，大きなヒントを与えてくれた’8）。ダイヒマンは羊とともに

描かれる羊飼いの描写に注目し，図像の源泉として，ヨハネによる福音書第

10章を引用している。「はっきり言っておく。羊の囲いに入るのに，門を通

18）　Deichmann，　Ravenna，　Band　I，158－170．
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らないでほかの所を乗り越えて来る者は，盗人であり，強盗である。門から

入る者が羊飼いである。（中略）わたしは羊の門である。わたしより前に来

た者は皆，盗人であり，強盗である。しかし，羊は彼らの言うことを聞かな

かった。わたしは門である。わたしを通って入る者は救われる。その人は，

門を出入りして牧草を見つける」（ヨハネ10；1－9）。ダイヒマンはこの箇所

を引用し，よき羊飼いが天国への扉を開いた，と語っている。

　ヨハネによる福音書において「門」が繰り返されながら，モザイクには肝

心の門の描写が欠けているように見える。しかしダイヒマンは，羊飼いと羊

たちの光景を描く北リュネットが，まさに建造物の入口上に位置しているこ

とに注目し，廟堂の入口が永遠の命への入口と重ねられていることを指摘し

ている。

　筆者はむしろ，モザイク中に門の描写を見いだすことができると考えてい

る。北リュネットへと続く神の国への門は，実は南リュネットに含まれてい

る，というのが筆者の主張である。

　南側に描かれた聖人は，向かい側の北リュネット（神の国の風景）’をじっ

と見つめ，あたかも今からそこへ向かおうとしているかのように見える。と

ころが，そこへ行くためにはまず，目の前で燃えさかる炎の中を通り抜けな

ければならない，すなわち殉教しなければならない。その炎を通り抜けた向

こう側には書棚が置かれ，その扉は左右に大きく開かれている。それはあた

かも，天国への扉が大きく開かれていることを示唆しているかのように見え

る。一見，炎とは辻褄が合わないように見える書棚は，実は神の国への扉を

比喩的に表しているのではないだろうか。つまり，福音書を並べた書棚の観

音扉を用いることによって，開かれた神の国への扉を表そうとしているので

ある。聖人が向かう先で，今まさに扉が開かれる。

　詩編第100編には，「感謝の歌をうたって主の門に進み，賛美の歌をうたっ

て主の庭に入れ」と記されている（詩編100：4）。門を通って主の庭（すな

わち神の国）に入るというモティーフは，こうした詩編にもとつくものであ
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ることがうかがわれる。

　また，「天上のエルサレム」「楽園追放」「最後の審判」といった図像には，

しばしば神の国の門が描かれる。「冥府降下」では，冥府の扉が打ち壊され，

キリストによって踏みつけられる描写が見られる。このことから，神の国

（あるいは冥府）の入口は，門をともなうものであることがわかる’9）。した

がって，神の国に向かう手前に当たる部分（南リュネット左手）に門を配す

るという発想は，決して唐突なものではないだろう。

　とはいえ，炎の隣に神の国の門そのものを配置してもよかったのではない

か，という反論もありうるだろう。なぜ，門それ自体ではなく，門を示唆す

る書棚をここに置いたのだろうか。

　ここでは，地上にいる者たちがまだ誰も見たことのない想像上の神の国の

門を描くかわりに，四福音書をおさめた書棚が門に見立てられた。それは，

典礼の中で常に目にしている福音書こそが，実は天とつながる門となりうる，

というメッセージではないだろうか。つまり，わたしたちは地上にいながら

にしてすでに，神の国の門を目の当たりにしているということになる2D）。

　事実，ミラノの司教アンブロシウスは，その著作De・Fideの中で「正義の

扉は永遠である。新約ならびに旧約はまさにこの扉であり，天はこの扉を通

して開かれているのである」と述べている21）。つまり，福音書が天への扉を

開くという考え方は，当時の教父のことばによって裏付けられるものである。

19）　Alexander　P．　Kazhdan，　ed．，　The　Oxford　D∫c’∫oηαηof　Byzαntium，　vol．2

　（Oxford，1991），823，　s．　v．＜Gate，　City＞．

20）セストンもまた，福音書こそが正しき者たちの前に救済の道を開くと言って

　いるが，書棚と門を結びつける発想をしているわけではない。Seston，“Le
　jugement，”49．

21）　“Sed　quia　aeternae　sunt〈iustitiae　portae＞eaedemque　noui　et　ueteris

　testamentL　quibus　caelum　aperitur＿．”（1）e　Fide，　IV，1）；Claudio　Moreschini，

　tr．，　Sant’Ambrogio，　Opere　dogmαtiche　L　La　Fede（Roma，　Milano，1984），260－

　261．De　Fideが著された当時の状況については，以下を参照。　Neil　B．　McLynn，

　Ambrose　of　Milan：Church　and　Court　in　a　Christian　Capital（Berkeley，1994），

　102－105，113－116，118－119．
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　395年，父テオドシウスー世が亡くなる時，6才前後であったガッラ・プ

ラキディアは，異母兄ホノリウスとともにミラノに呼び寄せられた。父はミ

ラノにおいて，司教アンブロシウスに見守られながら息を引き取ったと伝え

られている22）。成長したガッラ・プラキディアが，かつて父の臨終の時に出

会った司教アンブロシウスの著作に触れ，何らかのインスピレーションを得

ることがあったと推測することは，それほど不自然ではないだろう。

　南リュネットのモザイクには，5世紀ローマ帝国のキリスト教徒が福音書

をどのように理解していたのかということが，反映されているといえる。福

音書こそが，神の国への入口，永遠の命への入口として定義づけらているの

である。

　南リュネット全体のプログラムの中では，聖人の同定や鉄格子に解釈が集

中し，書棚はこれまで，つけたしのように扱われることが多かった。しかし

ながら福音書をおさめたこの書棚は，南北のリュネットを結びつける，なく

てはならない重要な意味をになっているのである。

　ヨハネの黙示録によれば，「見よ，わたしはあなたの前に門を開いておい

た。だれもこれを閉めることはできない。あなたは力が弱かったが，わたし

の言葉を守り，わたしの名を知らないと言わなかった」（黙示録3：8）。聖

人はそれらのことばを読み，福音書に記されたキリストのことばをただひた

すらに信じて，恐ろしい炎の向こう側には神の国への扉が必ずや開かれてい

ることを信じて，今まさに炎の中へと歩み出そうとしている。聖人の衣のす

そは大きくはためき，死に向かって勇敢に進み出る人の大きな歩みを示す。

　ガッラ・プラキディアの南リュネットにおいて示されているメッセージは，

以下の二点にまとめられるだろう。第一に，福音書は神の国への入口を示す

ものであり，第二に，福音書に述べられたキリストのことばを信じて死へと

22）　Carolyn　L．　Conrlor，　PVomen　of、Byzαntium（New　Haven　and　London，2004），

　65－72；Pierre　Paul　Courcelle，　Recherches　sz〃sαint／lmbroise：“vies”anciennes，

　culture，　iconographie（Paris，1973），123－153；McLynn，．4　mbrose　QプMilan，291－

　360．
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踏み出す者の前に，神の国への扉は必ずや開かれる。

おわりに

　本稿では，ガッラ・プラキディアの南リュネットに見られる書棚の表現に

注目した。第一に，ガッラ・プラキディアとラヴェンナについて簡略な紹介

を行うとともに，建造物の内部全体を装飾するモザイク図像を記述した。続

いて先行研究の中から，本稿のテーマにかかわる南リュネットの解釈につい

て論じたものをとりあげて検討した。最後に，書棚についての新しい解釈の

可能性を提示した。

　炎を踏み越えて行く聖人の目の前で神の国の扉が開かれたように，この廟

堂におさめられる人にとってもまた，死を経たところに神の国の扉が開かれ，

彼／彼女はその中へと迎え入れられるであろう。それこそが，ガッラ・プラ

キディアのモザイクが伝えようとするメッセージの中核であるように思われ

る。一見奇妙に思われる炎と書棚の組み合わせの中には，死に向かう人の切

実なる願いが，このように込められているのである。

　　　　　　　　　　　　　《図版出典》

図1，2，4－7：Clementina　Rizzardi，　ed．，　Jl　Mausoleo　di　Galla　Ptαcidia　a　Ravenna

　（Modena，1996）．

図3：John　Lowden，　Early　Christian　and　Byzαntine．Art（London，1997）．

図8：Carl　Nordenfalk，　Celtic　and．Angto－Sαxon　Painting（New　York，1995）．

（たきぐち・みか　商学部専任講師）


